
プラザ通信
まちづくり・生涯学習情報誌

自分らしく、

粋なくらし

「らしっく『情報の森』」に載せてほしい！という、イベントなどの記事を募集しています。
次号は、「令和3年3月下旬発行予定」です。令和3年4月以降の情報をお待ちしています。
下記、発行者までお送りください。[令和3年1月末日必着]

〒730-0036  広島市中区袋町6-36
TEL：082（545）3911（代表）
TEL：082（545）3913（施設予約受付専用）
FAX：082（545）3838

●開館時間
午前9時30分～午後10時
●休館日
毎月第3月曜日、12月29日～ 1月3日
●交通アクセス
市内電車：「袋町」電停から徒歩約3分
バス：「袋町」バス停（広島電鉄・広島バス）
から徒歩約3分
アストラムライン：「本通駅」から徒歩約6分

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用
　ください。ただし、車いす使用者等にご利用いただく
　駐車場は3台分用意しています。

※自転車・バイクの方は、地下の公共駐輪場（有料）を
　ご利用ください。

●ホームページ
http://www.cf.city.hiroshima.jp/m-plaza/

●ひろしま情報a-ネット
http://www.a-net.shimin.city.hiroshima.jp/

●E-mail
m-plaza@cf.city.hiroshima.jp

プラザHP

合人社ウェンディひと・まちプラザ（広島市まちづくり市民交流プラザ）

令和2年11月30日発行　発行者／公益財団法人広島市文化財団　まちづくり市民交流プラザ　〒730-0036　広島市中区袋町6-36

まちかどコンサート「心に響くサクソフォンコン
サート」を開催しました
このコンサートは、生涯学習の一環として音楽活動に取り組んでい

る団体等の日頃の成果発表の場作り、そして市民の皆さんに気軽に
来館いただくきっかけを作ることで、プラザの活性化を図ることを目
的の1つとして開催しています。また、中区役所主催の「花と緑と音楽」
を連携させたイベント「なかちゃん音楽の輪」との共催事業でもありま
す。例年、南棟1Fロビーで開催（年4回）していますが、今年はコロナ
ウイルス等感染症予防を考慮して、北棟6Fマルチメディアスタジオに
て定員を30名に限定しての開催となりました。
出演いただいたのは、「クオレサクソフォンカルテット」の皆さまで

す。「クオレ」とはイタリア語で「心」を意味します。司会の紹介後、早
速演奏に移り、「鉄道メドレー」や「負けないで」等、心の込もった全
11曲を披露いただきました。
全11曲にはそれぞれ選曲理由があり、演奏前に説明をいただきまし

た。例えば、「鉄道メドレー」
では現在のコロナ禍で気軽に
旅行を楽しむこともできない
状況を乗り越え、皆が再び楽
しく旅行できる日が来ますよ
うにとの思いが込められてい
ました。
コンサートを鑑賞した来場

者の皆さんからは、「とても元気をもらえました」「久しぶりの生演奏！
本当に感動しました」などの感想をいただきました。

企業等社会貢献活動研究会活動報告
原爆の子の像に折り鶴を捧げました
「企業等社会貢献活動研究
会」（以下「社貢研」）は、市民、
企業、行政による協働のまち
づくりを進めるため、広島市
内に本社または支社・支店を
置き、社会貢献活動に取り組
む企業・団体20社2団体から
なる研究会です。
今年、新型コロナウイルスの影響により原爆の子の像の折り鶴ブー

スに空きが目立っていることを知った会員企業の呼びかけを受け、社
貢研でも折り鶴を原爆の子の像へ捧げる取組を行なうことにしました。
会員企業・団体に呼びかけて折り鶴を折り、事務局が取りまとめたも
のは8月と10月に、各企業団体で独自にとりまとめたものは任意の日に、
合計約5万羽以上の折り鶴を原爆の子の像に捧げました。会員の中に
は、他県や海外の支店等に呼びかけられるなどして取組を継続してい
る企業もあります。
また、広島電鉄株式会社のご協力により、今年8月4日～8月31日ま

で市内を走行したサマーラッピング電車「HIROSHIMA PEACE 
TRAIN」の車内に、社貢研で作成し
た折り鶴を飾らさせていただきました。
コロナ禍の中で被爆後75年を迎え

た今年、市外・国外からの訪問者が
減っている今、地元広島の企業･団体
からも平和への想いを発信することの
大切さを感じながら取組を実施するこ
とができました。

合人社ウェンディ
ひと・まちプラザ

募集して
います！

▲電車のつり革の間に折り鶴

アンデルセン

Vol.58

2020.11
宵闇号

よいやみ／中秋の月が出る
までの薄暗い闇のような時
間帯のこと。日が暮れるの
は早いが、月の出が遅くなる
ので、夕方に日が暮れて月
明かりが感じられるまでの暗
い間を表す。

広島市
青少年
センター

▶らしっくレポート 子育ての「なんとなく不安」を「安心」へ！
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連載

親と子に
寄り添う
子育て支援

CLOSE UP

子どもを取り巻くあら
ゆる暴力から守りたい

「自分を大切にしてい
いんだよ」

特定非営利活動法人
CAP広島

安心して笑顔で子育てできる

社会のために

特定非営利活動法人e子育てセンタ
ー

障害のある人もない人も共に暮らし合う特別ではない当たり前の世の中に

公益財団法人日本ダウン症協会広島支部えんぜるふぃっしゅ
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CLOSE UP 03

CLOSE UP 02
▲コンサートの様子



安心して笑顔で
子育てできる社会のために

特定非営利活動法人e子育てセンター
http://e-kosodate.net/

今回は、親が安心して子育てができる環境を整え、子どもを取り巻く問題解決の手助けをし、誰もが豊かに暮らせる
社会を目指すなど、子育てに関するさまざまな不安を解消するために活動をしている団体を紹介します。

親と子に寄り添う子育て支援

時代に先駆け、インターネットを活用した子
育て支援を始める
自分たちの子育て経験をもとに、たくさんの子育て中のお父さん、
お母さんが笑顔でいられるようにと、地域で顔の見える子育て支
援をモットーに、平成16年に任意団体としてスタートし、平成23年
に「特定非営利活動法人e子育てセンター」は設立されました。団
体名には「エンジョイ」「エレクトロニクス」という意味と「いい子育
てができるように」との願いが込められています。

「設立当初は広島市にはファミリー・
サポート・センターや常設の子育てオー
プンスペースがまだありませんでした。
その中で、地域の子育てを応援したい
との思いから活動を始めました。まだパ
ソコンやスマートフォンが今のように普及
していない中で、24時間保育サポートを

申し込むことができるホーム
ページを立ち上げ、ITを活
用した子育て支援をアピー
ルのひとつにしました」と現
在、代表理事を務める森崎
智美さん。
まずは、自団体で養成し
たサポーターによる一時保
育サポートを行うことから始めると、子育て中の保護者たちにその
存在が少しずつ浸透。またスタッフの情熱に、周囲の理解が得ら
れるようにもなりました。それから資金調達や、環境作りなどの苦労
を重ね、さまざまな障害をクリアしながら、組織を少しずつ大きくして
いきました。
「時代の移り変わりとともに、子育ての環境も変化してきています。
虐待の増加や産後鬱を患う人も増え、子育て支援の重要性が社
会に普及することで、地域の子育て世代を支える存在として少し

CLOSE
UP

誕生日会の様子
（ひろばKUSU-KUSU祇園）

▲ 代表理事の森崎智美さん

※掲載している各団体への問い合わせは発行者である（公財）広島市文化財団まちづくり市民交流プラザまでお願いします。1082-545-3911
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　深堀 悦子さん
▶三味線と小唄の縁
　中本 鶴子さん
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▶子育ての「なんとなく不安」を「安心」へ！

05 らしっくコラム
▶「育児不安やストレス」とのつきあい方
 安田女子大学 教育学部 児童教育学科
 山田 修三 教授
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▶東区内公民館
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オープンスペースの様子（ひろばKUSU-KUSU佐東）

ずつ私たちの活動が認められるようになってきました」。

コロナ禍でもSNSを使用し、顔が見える交流
を大切に
現在スタッフは10人。活動の柱になっているのは、一時保育サ

ポートコーディネート事業と、祇園地区、緑井地区の2ヵ所で開い
ている広島市公募型常設オープンスペース「ひろば
KUSU-KUSU」です。特に祇園地区は転勤族が多く、子育てで
困った時にサポートを受けられるように、地域の団体と協力し、民
生委員や保健師、専門家などと利用者を繋ぎ、いざという時に役
立つように取り組んでいます。さらに、先輩ママさんとの交流イベ
ントも行うなど、人との繋がり、顔が見える交流を大切にしています。
また、ホームページでは、子育てオープンスペースの申込状況
が把握できるほか、オンライン講座の申し込み、SNSでの情報発
信にも取り組んでいます。またコロナ禍で人と直接触れ合うことが
難しくなっている今は、子育てオープンスペースの利用人数を制
限して開催。それを補う手段として、広島県のオンライン「おしゃ
べり広場」事業にも参画し、オンライン会議アプリ「Zoom」を使っ
て、自宅に居ながら気軽に子育てオープンスペースの雰囲気が楽
しめるよう、SNSを活用したランチ会や遊びの会、育児相談なども
積極的に行っています。
「昨今、コロナ禍で難しい問題も多々ありますが、時代を見据え
ながら子育て中の人に寄り添う活動を通して、安心して笑顔で子
育てができる社会作りに貢献していきたいです。親が健やかに子
育てできることが子どもの笑顔にも繋がると、考えていますから」と
森崎さんは今後について語ってくれました。
発足当時と今では、子
育てを取り巻く状況や情
報も変化し、生活様式も
変化を迫られる中、試行
錯誤しながらも、より良い
環境作りに向けて情熱的
に取り組む皆さんの活動
は、とても心強く感じました。

▲ 赤ちゃんタイムの様子（ひろばKUSU-KUSU祇園）

▲ e子育てセンターHP

▲ オンラインランチ会の様子
　（ひろばKUSU-KUSU佐東）
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とも み
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もっと知ってもらいたいダウン症のある人の
こと
令和2年で30周年を迎える「えんぜるふぃっしゅ」は、平成2年、

ダウン症を主とした障害のある子どもとその家族の会として発足し
ました。自主療育に取り組みながら、障がいのある人だけではなく
全ての人が豊かに暮らせる社会を目指しています。
主な活動内容は4つ。ダウン症のある本人や家族への支援が
主となる部会活動、広島県内の8ブロックにより行われる定例活動、
社会と繋がる啓発と支援活動、会員の希望に沿い自主的に行う
グループ活動です。
全世界で啓発活動が
行われる、3月21日の世
界ダウン症の日にあわせ、
音楽発表会、スピーチ
大会、直近の過去4年
間は広島市中央図書館
での写真展を行っていま
す。また、イベント会場などでコーヒーサービス行う「カカオ活動」
や、大学生とバディを組む職場体験を実施。ダウン症のある人も
マナーを身につけ、お客さんと接することや、働くこと、人の役に
立つことの喜びを感じるとともに、一般の人へのダウン症の理解を
深める活動をしています。
「障がいのある子の親となったからこそ分かった事や、経験を
基に、社会との関わりを深く、強いものにしたい」と考える会長の
藤山節子さん。「自分の子がダウン症と診断された時、情報は得

られても心が満たされない。そんな時、親
の会に参加し、同じ思いを共有することで、
はじめて自分の気持ちが解放され肩の荷が
降りる方がたくさんいます。私もそのひとりで
す」と言います。

無意識をやめ、違いを認める
優しい社会に
近年、一般的となりつつある「出生前診断」。ターゲットとなる

「ダウン症」の当事者団体として、大学病院遺伝子診療科等や遺
伝子診療専門のクリニックと連携し、受診者を対象に「ピア（仲
間）カウンセリング」を要請される事もあります。カウンセリングでは、
社会福祉政策や生活面、さまざまな支援があることなどを伝えま
す。「親、特に身ごもる女性が苦しまないためにも、より多くの事実、
実態を学んだうえで判断してほしい。そして、どんな子も祝福され
て生まれる権利、愛を持って育てられる権利があるということを
知ってほしい」と、藤山さん。「国によって取り巻く環境は異なりま
すが差別のない社会を目指すという思いは同じだと思います」。さ
らに、「差別心」は誰の心にも存在すると認めることが大切だとい
い、「認めて生活していれば、差別してしまった時に気づき、謝り、
改めることができます。無意識ほど罪なことはない。できる、できな
いで判断するのではなく違いを認める社会を目指します。ゆるや
かな社会であれば優しい世界になる。例えば、車いすが通れる
道路を作れば、他のみ
んなも通りやすい道にな
るといいます。難しいけ
どその実現が私の夢で
す」と、覚悟の瞳が印象
的でした。

特定非営利活動法人CAP広島

気づいてほしい、自分が持っている本来の力
子どもたちが持つ、安心して、自信をもって、自由に生きる権利。

この大切な権利を守りたい、との思いで活動している「CAP広島」
は、平成7年、広島支部として発足しました。CAPとは、Child 
Assault Prevention（子どもへの暴力防止）の略。暴力を「人の
心とからだを傷つける力」ととらえ、子どもたちを被害者にも加害
者にも傍観者にもさせないよう、子ども自身の力で暴力に立ち向か
うことができる援助をすることを目的とし、CAPスペシャリストの資
格を持つ会員48人が活動しています。子どもたちを取り巻く、いじ
め・痴漢・誘拐・虐待・性暴力などあらゆる暴力から身を守るため、
子どもたち自身に何ができるかをワークショップ形式で伝えていま
す。活動は広島市内を中心に保育所・小学校・中学校・公民館
など。
理事長を務める岡本晴美さんは、「私たちの活動は、未然に防

ぐことに加え、気づいてもらうことが重要だと思っています。暴力
（特に性暴力など）に関しては受けることが当たり前ではないこと
に気づく、いじめにもさまざまな回避方法があることに気づく、知ら
ず知らずのうちに人を傷つけていることに気づく、自分の周りには
力になってくれる人がいることに気づく、ひとりじゃないことに気づく。

そこから自分が本来持っている可能性や
力を信じ、自分を大切にする思いが芽生
え、生きる力を手に入れることに繋がるの
です」。実際に、ワークショップに参加した
子どもたちは、寸劇を通して自分に置き
換え、さまざまな気づきを得ており、その
反響は個別に行うトークタイムで多く聞か
れるそうです。
「言葉をかけてもらうだけでも支えにな
ります。直接言えなかったらメールでもいい。味方になってくれる人
の存在は何よりの心に支えになります」と、話す岡本さん。

子どもの安心に必要不可欠な大人の存在
同じ目線で優しく受け止めて
CAP広島のワークショップでは教職員や保護者を対象としたプ

ログラムも提供しています。子どもが思い悩んでいる時に安心して
話せる存在になれるために重要な取り組みとなっており、「大人に
余裕がないと子どもは遠慮して話さない場合もあります。子どもが
話し始めたら、聞き出すのではなく、子どものペースに合わせて耳
を傾けることが重要」と岡本さん。けれど正解のない問題に大人も
困惑してしまうという現状もあり、「大人にも相談できる場所、相談
できる人の存在が大切。誰かに助けてもらいながら、自信を持っ
て子どもと向き合っていけることが理想です。大人も子どもも自己
肯定感を育み、備わっている力を信じてほしい。そんな力を引き出
し、サポートしていきたいです」と、話してくれました。誰もが願う
「支え合う社会」の実現。それには自分を信じることから始まって
いくのだという思いが伝わってきました。

子どもを取り巻くあらゆる暴力から守りたい
「自分を大切にしていいんだよ」
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公益財団法人日本ダウン症協会広島支部えんぜるふぃっしゅ

障害のある人もない人も共に暮らし合う
特別ではない当たり前の世の中に

▲ 理事長の岡本晴美さん

▲ 会長の藤山節子さん

▲ 子どもワークショップの様子 ▲ 就学前ワークショップに使用する人形

▲ 職場体験の様子

▲ 接客などを学ぶ「カカオ活動」

▲ 笑顔の写真展

ふじやませつ こ

おかもとはる み

▲ マーガレットコンサート（障がい者と広響とのジョイントコンサート）への参加
　 （令和2年2月）
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